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民 　 生 　 費

公 　 債 　 費

総 　 務 　 費

衛 　 生 　 費

教 　 育 　 費

土 　 木 　 費

消 　 防 　 費

農 林 水 産 業 費

商 　 工 　 費

そ 　 の 　 他

歳 出 合 計

18億648万6千円

15億5,701万5千円

17億1,355万8千円

11億8,766万円

12億469万7千円

13億276万8千円

4億3,295万8千円

4億8,753万8千円

1億8,394万円

1億3,152万2千円

100億814万2千円

17億867万5千円

15億5,481万円

14億5,249万7千円

11億4,920万1千円

8億4,754万3千円

7億7,224万1千円

3億8,501万7千円

3億7,646万2千円

1億6,266万4千円

1億2,020万9千円

85億2,931万9千円

科　　目 予　算　額 支　出　額

問合せ　企画財政課　
　 029 -288 - 3111 (内線234)

水道事業会計 予　算　額 執  行  済  額

水 道 事 業 収 益

水 道 事 業 費 用

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

6億302万8千円

6億302万8千円

4億608万7千円

6億139万6千円

5億9,765万9千円

5億7,110万5千円

3億1,345万7千円

4億8,512万4千円

基　　金

土　地

　うち借用

建　物

山　林

土　地

建　物

行政財産

普通財産

30億543万6千円

805,466m

439,158m

119,252m

2,216,316m

141,668m

173m

◆公営企業会計◆ ●主な町の財産●

■地方債及び一時借入金■

地 方 債 現 在 高

一 時 借 入 金 現 在 高

121億1,519万3,000円

0円

土　木　費

町道や公園
の整備や緑
化対策など
の費用

消　防　費

消防団の運
営や防災施
設の整備な
どの費用

総　務　費

役場の庁舎
管理や広報
紙発行、選挙
などの費用

農林水産業費

農業の振興
や土地改良
などの費用

衛　生　費

ごみ処理等
の環境対策
や各種健診
などの費用

商　工　費

商工業の振
興や企業誘
致などの費
用

教　育　費

小中学校や
公民館、図
書館の運営
などの費用

そ　の　他

議会費や災
害復旧費な
ど

　町では、町民の皆さんからお預かりした税金がどの
ように使われているか等の予算の執行状況をお知らせ
するため、年２回、｢財政状況の公表」を行っています。
　今回は、平成22年３月31日現在の予算の執行状況を
お知らせします。

商　工　費

そ　の　他

1億6,266万4千円
(1.9％)

1億2,020万9千円
(1.5％)

一般会計

消 　 防 　 費

農林水産業費

3億8,501万7千円 (4.5％)

3億7,646万2千円 (4.4％)

民　生　費
17億867万5千円

民　生　費
17億867万5千円

(20.0％)(20.0％)

公　債　費
15億5,481万円
公　債　費

15億5,481万円
(18.2％)(18.2％)

総　務　費
14億5,249万7千円

総　務　費
14億5,249万7千円

(17.0％)(17.0％)

衛　生　費
11億4,920万1千円

衛　生　費
11億4,920万1千円

(13.5％)(13.5％)

教　育　費
8億4,754万3千円

教　育　費
8億4,754万3千円

(9.9％)(9.9％)

土　木　費
7億7,224万1千円

土　木　費
7億7,224万1千円

(9.1％)(9.1％)

民　生　費

高齢者や障
害者の福祉、
子育て支援
などの費用

公　債　費

町の借金の
返済金
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地 方 交 付 税

町　 　税

国 庫 支 出 金

町 　　債

県 支 出 金

地 方 譲 与 税

地方消費税交付金

繰 　 越 　 金

使用料及び手数料

そ 　 の 　 他

歳 入 合 計

40億3,373万5千円

21億360万7千円

11億754万2千円

10億2,125万円

4億7,278万5千円

1億6,892万2千円

1億6,673万2千円

9,039万8千円

1億1,647万5千円

7億2,669万6千円

100億814万2千円

41億762万7千円

19億9,678万4千円

12億1,152万4千円

5億6,376万2千円

1億7,960万8千円

1億6,892万2千円

1億6,673万2千円

1億5,013万9千円

9,560万4千円

5億8,126万9千円

92億2,197万1千円

科　　目 予　算　額 収　入　額

町民１人が納めた町税

町民１人に使われた予算

(一般会計)

町民１人当たり基金残高

町民１人当たり地方債現在高

9万1,307円

13万7,429円

55万3,989円

45万7,641円

１世帯が納めた町税

１世帯に使われた予算

(一般会計)

●人　口　　21,869人
●世帯数　　7,396世帯（平成22年３月31日現在）
※町税は収入額÷人口・世帯数

26万9,982円

135万3,183円

会　　　計　　　名 予　算　額 収　入　額  支　出　額

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 ( 事 業 勘 定 )

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 ( 施 設 勘 定 )

老 人 保 健 特 別 会 計

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計 ( 保 険 事 業 勘 定 )

介護保険特別会計(介護サービス事業勘定)

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

23億1,253万4千円

2億7,188万4千円

563万9千円

1億6,854万1千円

14億633万1千円

535万5千円

13億9,855万円

5億4,683万5千円

5,127万9千円

19億6,782万1千円

2億4,376万1千円

363万5千円

1億6,824万9千円

13億5,475万3千円

490万4千円

8億1,661万8千円

2億4,615万5千円

5,035万8千円

20億9,778万7千円

2億5,250万7千円

514万5千円

1億6,397万5千円

12億8,742万2千円

511万4千円

10億7,900万6千円

3億6,050万7千円

5,035万8千円

◆特別会計◆

町民１人当たりの状況 １世帯当たりの状況

一般会計

5億6,376万2千円 (6.1％)
1億7,960万8千円 (1.9％)
1億6,892万2千円 (1.8％)
1億6,673万2千円 (1.8％)

繰 　 越 　 金
使用料及び手数料
そ 　 の 　 他

1億5,013万9千円 (1.6％)
9,560万4千円 (1.0％)

5億8,126万9千円 (6.5％)

町 　　債
県 支 出 金
地 方 譲 与 税
地方消費税交付金

地方交付税
41億762万7千円

地方交付税
41億762万7千円

(44.5％)(44.5％)

町　税
19億9,678万4千円

町　税
19億9,678万4千円

(21.7％)(21.7％)

国庫支出金
12億1,152万4千円

国庫支出金
12億1,152万4千円

(13.1％)(13.1％)
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ＭＹ　ＴＯＷＮ　ＮＥＷＳ

平成22年度　町内小中学校　入学者数

89人
5人
9人
5人
10人
5人
8人

石塚小学校
小松小学校
青山小学校
古内小学校
圷小学校
岩船小学校
北方小学校

21人
7人
0人

104人
54人
19人

沢山小学校
七会東小学校
七会西小学校

常北中学校
桂中学校
七会中学校

　サクラの花が咲き始めたおだやかな春の日、町

内の各小中学校で入学式が行われ、子どもたちの

新たな門出を祝いました。

　石塚小学校では、在校生の作った花のアーケー

ドをくぐって新１年生が体育館に入場。担任の先

生に一人ひとり名前を呼ばれると「はい」と元気

に返事をし、小学生として立派にスタートをきり

ました。

　新入生の皆さん、学校での新しい生活が楽しみ

ですね。

ぬけるような青空のもと 入学式ぬけるような青空のもと 入学式
町内の各小中学校

　県が流水の正常な機能の維持・増進を図るため、

平成３年度から進めていた藤井川ダム再開発事業

の完了に伴い、阿久津町長、石川県議会議員、須

藤県土木部長が出席し、供用開始式典が行われま

した。

　この事業の完了により、藤井川の洪水調節機能

が強化されたほか、ダムの水はかんがい用水や水

道用水として供給されます。

藤井川ダム再開発事業が完了藤井川ダム再開発事業が完了
藤井川ダム管理所

33
3030

　　　　　　　　　　　　春めく４月、うぐいす

　　　　　　　　　　　の里でさくらまつりが開

　　　　　　　　　　　催されました。

　　　　　　　　　　　　敷地内の約600本のソ
　　　　　　　　　　　メイヨシノが満開となり、

　　　　　　　　　　　のどかな風景に彩りを添

　　　　　　　　　　　えました。

　期間中はライトアッ

プされ、週末にはさく

らもちづくりやナンづ

くりを体験する家族連

れで賑わいました。

サクラ満開　ぽかぽか花見日和サクラ満開　ぽかぽか花見日和
うぐいすの里

44
1010

　子どもたちへの森林環境教育の充実を図る「子

どもの森づくり推進事業」の記念式典が行われ、

七会東小の３年生から６年生の児童38人が参加し
ました。

　式典では、自分たちの森づくりの活動を振り返

り、これからの森づくり活動について新たな誓い

をたてました。

　式典のあと、５・６年生

が植樹を行い、学校の敷地

内にハナミズキなど５種の

苗木を植えました。

　６年生の卜部優花さんは、

「植樹の作業は楽しかった

です。どんな木になるのか

楽しみ。いろんな鳥がきて

くれたら嬉しいな。」と話

していました。

七会東小学校で植樹体験七会東小学校で植樹体験
七会東小学校

33
1010

　株式会社常陽銀行石塚支店より防犯ブザー180
個が町に寄贈されました。常陽銀行では、安心し

て生活できる地域社会づくりに貢献するため、児

童ひとりひとりの防犯意識の向上につながればと

　　　　　　　　　　　　の思いから毎年防犯ブ

　　　　　　　　　　　　ザーを町に寄贈してい

　　　　　　　　　　　　ます。防犯ブザーは、

　　　　　　　　　　　　町内の小学校の新１年

　　　　　　　　　　　　生に配られました。

防犯ブザーが寄贈されました防犯ブザーが寄贈されました33
2929

石塚小学校

ゲートを閉めるスイッチを押す阿久津町長阿久津町長と鬼沢支店長

改築された非常用洪水ゲート

桂中学校
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問合せ　保険課　　029‐288‐3111（内線372）

　特定健診・特定保健指導も３年目を迎えました。平成22年度は次のような計画で進めていきます。
　ご自身の健康づくりのため、積極的に取り組みましょう。

対象者には個別に通知を送付します。

参加希望はヘルスサポート教室・
特定保健指導時に受付けます。

　腹囲が男性85cm・女性90cm以上またはＢＭＩ25以上で、リスク　血圧に異常、　脂質に異常、　血糖に異常、
　　喫煙歴があるのうち、リスクが出現しはじめた段階の人は「動機付け支援」、リスクが重なり出した人は「積
　極的支援」、それ以外の方は「情報提供」のみとなります。

情報提供
40～69歳

HbA1c5.2以上

動機付け支援
40～74歳

積極的支援
40～64歳

ヘルスサポート教室
　知って得する糖尿病予防

特定保健指導
　個別でわかりやすく自分の身体の「いま」を知る

６か月後　振り返りと「気づき」の確認
改善状況をチェックします

特　定　健　診　　（国保加入者40～74歳）

100キロカロリー教室　※無料
対象／参加希望者全員

水中体操教室　　　　※入場料のみ
対象／女性の参加希望者（抽選で20人）

ストレッチ体操教室　　※血液検査代1,000円
対象／参加希望者（抽選で30人）

※積極的支援につい
　ては３か月以上の
　継続支援あり。

※個別通知 ※個別通知※個別通知

特　定　健　診

６／４～６
常北保健福祉センター

７／12　午前
常北保健福祉センター

７／９　時間は予約制
常北保健福祉センター

７／９～10
桂公民館

８／19　午後
桂公民館

８／19　時間は予約制
桂公民館

７／13～15
常北保健福祉センター

８／24　午前
常北保健福祉センター

８／23　時間は予約制
常北保健福祉センター

７／17～18
常北保健福祉センター

８／26　午後
常北保健福祉センター

８／26　時間は予約制
常北保健福祉センター

８／24
七会保健福祉センター

９／28　午後
七会保健福祉センター

９／28　時間は予約制
七会保健福祉センター

９／８～10
常北保健福祉センター

10／18　午前
常北保健福祉センター

10／14　時間は予約制
常北保健福祉センター

８／25～26
桂公民館 10／５　午後

桂公民館

10／１　時間は予約制
桂公民館

８／27～28
桂公民館

10／５　時間は予約制
桂公民館
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ヘルスサポート教室
（情報提供のみの方）

特定保健指導
（積極的支援、動機付け支援の方）



広　告

　
空
き
缶
・
空
き
瓶
の
回
収
、
ポ
ス

タ
ー
・
看
板
の
撤
去
等
の
清
掃
作
業

を
町
内
一
斉
に
実
施
し
ま
す
。
地
域

の
環
境
美
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
５
月
30
日（
日
）

※
小
雨
決
行
。
雨
天
の
場
合
は
６
月

　
６
日（
日
）。

　
５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間
で
す
。

こ
の
運
動
は
、
日
本
赤
十
字
社
の
活

動
を
多
く
の
方
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、

赤
十
字
の
一
員
と
し
て
活
動
を
財
政

面
で
支
え
、
国
内
外
へ
の
人
道
的
支

援
を
応
援
す
る｢

社
員｣

の
増
強
、
そ

し
て
社
資
や
寄
付
の
募
集
を
行
い
ま

す
。

　
自
治
会
長
あ
て
社
資
募
集
の
取
り

ま
と
め
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
個
人
で
も
直
接
、
健
康
福
祉
課

（
常
北
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）、
桂

支
所
及
び
七
会
支
所
で
納
入
い
た
だ

け
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
赤
十
字
の
社
資
募
集
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

社
資（
活
動
資
金
）

　
一
世
帯
５
０
０
円
を
基
本
と
し
て

お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
強
制
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん（
５
０
０
円
未

満
は
寄
付
と
し
て
取
り
扱
い
ま
す
）

赤
十
字
活
動
に
つ
い
て

　
赤
十
字
の
活
動
は
、
皆
さ
ん
の
善

意
に
よ
り
寄
せ
ら
れ
た
社
資
や
寄
付

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
資
金
は
、
国

内
外
で
の
紛
争
・
災
害
救
援
活
動
、

住
居
の
全
焼
や
全
壊
等
に
あ
わ
れ
た

ご
家
族
へ
の
災
害
救
援
物
資
の
配
布
、

献
血
、
救
急
法
等
の
各
種
講
習
会
開

催
、
看
護
師
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育

成
な
ど
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

※
昨
年
度
は
、
町
内
５
５
７
０
世
帯

　
か
ら
２
７
６
万
２
２
０
０
円
の
ご

　
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り

　
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ

ー
認
定
「
消
費
生
活
専
門
相
談
員
」

の
資
格
取
得
を
目
的
と
し
た
講
座
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

日
　
程
　
７
月
か
ら
２
か
月
程
度

会
　
場
　
茨
城
県
開
発
公
社
ビ
ル

定
　
員
　
60
人

受
講
料
　
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
は
受
講
者
負
担
と
な

　
り
ま
す
。

申
込
方
法
　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要

　
事
項
を
記
入
し
、
受
講
希
望
理
由

　（
４
０
０
字
）を
添
え
て
左
記
申
込

　
先
ま
で
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く

　
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
５
月
20
日（
木
）必
着

お

知

ら

せ

県
消
費
生
活
相
談
員
養
成
講
座

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

問
合
せ
　
町
民
課（
内
線
１
１
３
）

　
　
０
２
９
‐
２
８
８
‐
３
１
１
１

春
の
環
境
美
化
ク
リ
ー
ン
作
戦
を

実
施
し
ま
す

日
赤
の
社
資（
活
動
資
金
）募
集
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
募
　
　
集
　

申
込
先
・
問
合
せ
　
県
消
費
生
活

　
セ
ン
タ
ー（
〒
３
１
０
‐
０
８
０

　
２ 
水
戸
市
柵
町
１
‐
３
‐
１
）

　
　
０
２
９
‐
２
２
４
‐
４
７
２
２
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　土砂災害から身を守り、安心して住むためには、
対策工事だけでなく、「自分の身は自分で守る」と
いう意識をしっかり持つことが大切です。大雨の
ときなどは注意し、早めに避難することを心がけ
ましょう。

・山鳴り（山全体からうなるような音）がするとき
・川の水が急に濁ったり、木が流れてきたとき

・地面にひび割れができたとき
・地面の一部分がへこんだり、盛り上がったとき
・池や沼の水の量が急に変わったとき

・がけから小石がパラパラ落ちてきたとき
・がけに割れ目ができたとき
・がけから水がわき出てきたとき

問合せ　都市建設課  　029-288-3111（内線252）

土石流

地すべり

がけ崩れ

問
合
せ
　
健
康
福
祉
課

　
　
０
２
９
‐
２
４
０
‐
６
５
５
０



相談内容 日　時 場　所 相 談 員内　容　等 問　合　せ

こころの相談会
25日(火)
13:30～
　16:30

18日(火)
13:30～
　15:30

常北保健福祉
センター

精神保健福祉
士、保健師

行政相談委員

内容／こころの病気に関す
　ること、社会復帰を支援
　するサービス等
※事前に電話で申し込み。

内容／行政サービスに関す
　ること

健康福祉課
　 029‐240‐6550

総務課
　 029‐288‐3111

（内線222）
行政相談

６月23日（水）

　８月25日（水）※

10月27日（水）

12月22日（水）

平成23年２月23日（水）※

人権相談日

桂 公 民 館

七会公民館

コミュニティセンター城里

桂 公 民 館

コミュニティセンター城里

場　　　所

　　 和田雅治、小田部昌平

　　 阿久津紘、盛田　守

　　 磯部長司、杉山宗市、飯田紀代子

　　 和田雅治、小田部昌平

　　 磯部長司、杉山宗市、飯田紀代子

人権擁護委員

７月14日（水）

９月15日（水）

10月26日（火）

12月15日（水）

平成23年２月16日（水）

行政相談日

桂 公 民 館

七会公民館

コミュニティセンター城里

桂 公 民 館

七会公民館

場　　　所

　　加藤木京子、阿久津英一

　　加藤木京子、阿久津英一

　　堀江康夫、阿久津英一

　　堀江康夫、加藤木京子

　　堀江康夫、阿久津英一

行政相談委員

心配ごと相談
コミュニティ
センター城里

３階

コミュニティ
センター城里

３階

12日(水)
26日(水)
10:00～
　12:00

町の相談員、
弁護士

内容／家庭内の心配ごと、
　交通事故、結婚、離婚、
　遺産相続、土地問題など

社会福祉協議会
　 029‐288‐7013

教育相談 常北公民館
毎週月曜日
13:00～
　17:00

町の教育相談
員

※電話（　 029-288-2409）、
　メール(　 soudan@town.
　shirosato.lg.jp）での相談
　も受け付けています

教育委員会事務局
　 029‐288‐3135

7

時　間　午前10時～午後３時　　　　　　　　　
相談内容　いじめ、体罰、差別、離婚、相続、金銭貸借、借地借家、近隣トラブルなど
相談員　人権擁護委員、法務局職員（※法務局職員については８月25日、平成23年２月23日のみ）
問合せ　健康福祉課　　029‐240‐6550

●人権相談日のお知らせ

●行政相談日のお知らせ

時　間　午後１時30分～３時30分
相談内容　行政サービスに関する苦情、行政の仕組みや手続きに関する相談など
相談員　行政相談委員
問合せ　総務課　　029‐288‐3111（内線222）
　　　　総務省茨城行政評価事務所 行政相談課　　029‐221‐3347



企
画
財
政
課

▽
課
長
補
佐 

吉
田
一

　
　
　
　
（
農
業
委
員
会
事
務
局
）

税
務
課

▽
課
長 

高
橋
洋
造（
下
水
道
課
）

町
民
課

▽
課
長 

松
　
榮（
水
道
課
）

保
険
課

▽
課
長 

川
又
重
光（
会
計
課
）

健
康
福
祉
課
　

▽
課
長
　
山
口
充
彦（
税
務
課
）

▽
課
長
補
佐
　
小
田
部
和
代

　
　
　
　
　
　
（
同
主
任
保
健
師
）

産
業
振
興
課

▽
課
長 

　
松
輝
美（
町
開
発
公
社
派
遣
）

▽
課
長
補
佐 

仲
田
克
之（
企
画
財
政
課
）

▽
課
長
補
佐
　
大
曽
根
直
美

　
　
　
　
　
　
（
同
主
査
兼
係
長
）

農
業
委
員
会
事
務
局

▽
局
長
補
佐 

仲
田
均（
水
道
課
）

都
市
建
設
課

▽
課
長
補
佐 

卜
部
光
孝（
産
業
振
興
課
）

下
水
道
課

▽
課
長 

　
橋
和
幸（
同
参
事
兼
課
長
補
佐
）

▽
課
長
補
佐 

山
崎
秀
樹（
保
険
課
）

会
計
課
　

▽
課
長 

加
倉
井
一
史（
保
険
課
）

水
道
課

▽
課
長 

関
谷
一
美（
税
務
課
）

教
育
委
員
会
事
務
局

▽
局
長 

茅
根
文
夫

　
　
（
城
北
広
域
事
務
組
合
派
遣
）

▽
局
長
補
佐 

皆
川
尊
志

　
　
　
　
　
　
（
同
主
査
兼
係
長
）

桂
支
所

▽
参
事
兼
支
所
長 

河
原
井
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
（
都
市
建
設
課
）

常
北
給
食
セ
ン
タ
ー
　

▽
参
事
兼
所
長 

仲
主 

弘（
町
民
課
）

桂
給
食
セ
ン
タ
ー

▽
所
長 

関
根
澄
男（
常
北
給
食
Ｃ
）

七
会
給
食
セ
ン
タ
ー
　

▽
参
事
兼
所
長 

根
本
政
夫（
桂
支
所
）

派
遣
　

▽
城
北
広
域
事
務
組
合

　
田
口
喜
一（
産
業
振
興
課
）

▽
町
開
発
公
社
　
仲
田
不
二
雄

　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

新
採
用

▽
税
務
課 

柳
岡
新
一
郎

▽
産
業
振
興
課 

石
　
裕
稔

▽
下
水
道
課 

石
川
直
人

▽
水
道
課 

和
田
将
史

▽
教
育
委
員
会
事
務
局 

小
林
愛
美

▽
七
会
診
療
所
歯
科
診
療
室 

市
瀬
和
治

退
職（
３
月
31
日
付
）

▼
海
野
勝
美（
教
育
委
員
会
事
務
局
長
）

▼
久
保
田
殿
司（
町
民
課
長
）

▼
加
藤
木
賢（
健
康
福
祉
課
長
）

▼
真
木
謙
一（
七
会
診
療
所
長
）

▼
川
上
梅
代（
常
北
幼
稚
園
）

▼
小
林
昭
子（
桂
給
食
セ
ン
タ
ー
）

▼
大
津
美
恵
子（
桂
給
食
セ
ン
タ
ー
）

▼
田
口
孝
子（
七
会
給
食
セ
ン
タ
ー
）

○
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を

腹
八
分
目
で

　
肥
満
が
気
に
な
る
方
が
生
活
習

慣
病
を
予
防
す
る
た
め
、
健
康
的

に
や
せ
る
食
生
活
を
考
え
る
と
き

ま
ず
押
さ
え
て
お
き
た
い
の
は

「
お
な
か
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ま

で
食
べ
な
い
と
満
足
で
き
な
い
」

食
習
慣
か
ら
脱
却
し
、
バ
ラ
ン
ス

の
よ
い
食
事
を
と
る
こ
と
で
す
。

　
ま
ず
、
腹
八
分
目
以
下
の
量
に

慣
れ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
体
と
脳

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
る
炭
水
化

物
（
目
標
／
１
日
の
摂
取
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
約
50
％
）、エ
ネ
ル
ギ
ー
源

と
な
り
細
胞
膜
や
ホ
ル
モ
ン
の
原

料
と
な
る
脂
質（
約
20
％
）、
体
の

組
織
を
作
る
た
ん
ぱ
く
質
（
約
15

％
）、こ
れ
ら
の
代
謝
を
助
け
る
ビ

タ
ミ
ン
、
そ
し
て
歯
や
骨
を
作
り

細
胞
内
や
血
液
中
に
溶
け
込
ん
で

作
用
す
る
ミ
ネ
ラ
ル
の
５
大
栄
養

素
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
る
こ
と
で

す
。
炭
水
化
物
を
無
理
に
減
ら
し

た
り
、
た
ん
ぱ
く
質
が
不
足
し
た

り
す
る
と
筋
肉
が
落
ち
、
基
礎
代

謝
が
低
下
し
、
や
せ
に
く
く
な
り

ま
す
。

○
食
材
選
び
と
低
脂
肪
ク
ッ
キ
ン

グ
の
ポ
イ
ン
ト

　
肉
よ
り
多
価
不
飽
和
脂
肪
酸
を

多
く
含
む
魚
を
中
心
に
し
ま
す
。

特
に
青
魚
に
は
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
エ
イ
コ

サ
ペ
ン
ト
エ
ン
酸
）、
Ｄ
Ｈ
Ａ（
ド

コ
サ
ヘ
キ
サ
エ
ン
酸
）
が
豊
富
に

含
ま
れ
て
お
り
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
を
低
下
さ

せ
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を

増
や
す
は
た
ら
き
が
あ
る
ほ
か
、

血
栓
予
防
や
抗
認
知
症
作
用
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
肉
を
食
べ

る
と
き
は
、
牛
肉
、
豚
肉
は
ロ
ー

ス
よ
り
ヒ
レ
や
赤
身
、
鶏
肉
は
も

も
肉
よ
り
さ
さ
み
、
と
脂
肪
の
少

な
い
部
位
を
選
び
ま
す
。
鶏
肉
は

ヘ
ル
シ
ー
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
す
が
、
皮
は
脂
肪
分
が
多
い

の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
調
理
方
法
は 

「
揚
げ
る
」「
炒
め

る
」よ
り
、「
蒸
す
」「
ゆ
で
る
」 

を

選
び
、
油
を
あ
ま
り
使
わ
な
い
。

揚
げ
物
を
す
る
と
き
は
衣
が
油
を

吸
う
の
で
、
衣
を
薄
く
す
る
工
夫

を
し
ま
し
ょ
う
。
焼
く
と
き
は
な

る
べ
く
グ
リ
ル
パ
ン
・
焼
き
網
を

使
い
、
フ
ラ
イ
パ
ン
を
使
う
と
き

は
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
で
こ
ま
め

に
脂
を
吸
い
取
り
ま
す
。
ま
た
、

炒
め
物
に
す
る
肉
は
一
度
湯
を
く

ぐ
ら
せ
て
脂
抜
き
を
し
ま
す
。
し

ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
に
し
て
食
べ
る
の
も

よ
い
で
し
ょ
う
。

　
油
は
、
体
脂
肪
が
つ
き
に
く
い

調
理
油
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。
オ

レ
イ
ン
酸
の
豊
富
な
オ
リ
ー
ブ
油
、

キ
ャ
ノ
ー
ラ
油
は
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
を
減
ら
す
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
ジ
ア
シ
ル
グ
リ
セ
ロ
ー

ル
は
小
腸
で
吸
収
さ
れ
に
く
く
、

中
鎖
脂
肪
酸
は
す
ば
や
く
吸
収
さ

れ
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
消
費
さ
れ

や
す
い
た
め
、
体
脂
肪
に
な
り
に

く
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
食
品
、
食
物
繊

維
を
と
る
工
夫

　
料
理
を
ボ
リ
ュ
ー
ム
ア
ッ
プ
し

満
足
感
を
得
る
に
は
、
海
藻
、
き

の
こ
、
こ
ん
に
ゃ
く
な
ど
の
低
エ

ネ
ル
ギ
ー
食
品
を
利
用
す
る
と
良

い
で
し
ょ
う
。
野
菜
は
生
よ
り
ゆ

で
野
菜
の
ほ
う
が
か
さ
が
減
る
の

で
た
く
さ
ん
食
べ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
食
物
繊
維
は
脂
質

ば
か
り
で
な
く
糖
質
の
吸
収
も
抑

え
て
く
れ
る
作
用
が
あ
る
の
で
、

積
極
的
に
と
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

国
保
七
会
診
療
所

　
　
　
上
井
　
雅
哉

脂
質
過
剰
に
な
ら
な
い

　
　
た
め
の
食
生
活
の
工
夫

健
康
コ
ラ
ム

Dr.
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町
職
員
人
事
異
動

４
月
１
日
付
（ 

）
内
前
課
等

（
課
長
補
佐
級
以
上
）



　校門の桜がちょうど満開を迎えたこの日、
入学式が行われました。新入生６９人は真新
しい制服に身を包み、保護者・来賓の方々に
見守られながら新たな高校生活のスタートを
切りました。

　まだ緊張した表情の１年生を体育館に迎え、２、３年生の部・同
好会部員たちがそれぞれの部活動を紹介しました。工夫をこらした
発表に、１年生は真剣な表情で見入っていました。

吹　奏　楽　部

剣　道　部野　球　部弓　道　部

囲　碁　部パソコン部ボクシング部

　４月の定期人事異動により、堂英夫校長はじめ計７人の
ニューフェイスを迎えました。現職員ともども心機一転、
常北高校の教育活動を充実させるために頑張る決意です。

元気いっぱい誓いの言葉を述べた
穴澤春香さん（常北中出身）
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山
び
こ
の
里
の
ヤ
ッ
ホ
ー
山
笑
ふ

　
　
　
　
　
　
　 

寺
門
　
孝
子

初
燕
フ
ェ
ン
ス
の
高
き
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　 

高
橋
　
芦
江

桃
咲
い
て
草
取
る
庭
の
明
る
か
り

　
　
　
　
　
　
　 

一
杉
　
常
子

花
冷
え
や
天
ぷ
ら
の
海
老
大
き
か
り

　
　
　
　
　
　
　 

竹
内
　
幸
子

風
音
の
ほ
か
は
聞
こ
え
ず
桜
散
る

　
　
　
　
　
　
　 

森
　
　
静
江

登
る
程
花
の
色
濃
き
桜
山

　
　
　
　
　
　
　 

仲
田
ま
ち
ゑ

山
盛
り
の
金
柑
を
食
べ
皆
元
気

　
　
　
　
　
　
　 

飯
村
　
昭
子

桜
花
い
つ
咲
く
か
し
ら
梢
見
る

　
　
　
　
　
　
　 

中
野
千
賀
子

本
殿
は
崖
の
上
な
り
鳥
帰
る

　
　
　
　
　
　
　 

鯉
渕
寿
美
恵

た
ん
ぽ
ぽ
や
老
い
は
脛
よ
り
忍
び

き
て
　
　
　
　
　 

今
瀬
多
代
美

菜
種
梅
雨
気
温
下
り
て
雨
き
ざ
す

　
　
　
　
　
　
　 

い
そ
べ
き
よ

大
地
の
気
満
た
し
て
開
き
蕗
の
薹

　
　
　
　
　
　
　 

田
所
　
厚
子

小
鳥
来
て
春
菜
の
先
を
啄
め
り

　
　
　
　
　
　
　 

高
山
　
ヒ
サ

風
薫
る
ミ
ニ
会
席
の
花
の
膳

　
　
　
　
　
　
　 

瀬
谷
　
博
子

忘
れ
鍬
一
夜
濡
ら
せ
し
春
の
雨

　
　
　
　
　
　
　 

岩
下
　
金
司

春
障
子
夢
二
の
得
手
発
け
そ
う

　
　
　
　
　
　
　 

田
口
　
勝
元

早
春
の
雪
の
衣
や
梅
の
花

　
　
　
　
　
　
　 

東
見
登
美
子

古
郷
の
懐
か
し
き
か
な
春
祭
り

　
　
　
　
　
　
　 

市
川
　
義
子

宇
宙
に
は
縁
な
き
妻
と
メ
ザ
シ
焼
く

　
　
　
　
　
　
　 

富
田
　
多
蔵

仏
壇
に
供
え
て
今
日
も
家
を
出
る

　
　
　
　
　
　
　 

青
木
新
三
郎

マ
ド
ラ
ー
と
唱
う
ロ
ッ
ク
の
カ
ウ

ン
タ
ー
　
　
　
　 

永
井
　
英
陽

枝
下
ろ
し
感
謝
す
る
木
の
声
が
す
る

　
　
　
　
　
　
　 

中
島
　
芳
春

こ
の
頃
は
地
産
地
消
の
レ
ス
ト
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　 

山
本
　
隆
荘

如
月
の
十
六
夜
の
月
蒼
く
冴
え
世

の
殺
　
を
知
る
や
知
ら
ず
や

　
　
　
　
　
　
　 

青
　
　
京
子

触
れ
て
す
ぐ
消
え
ゆ
く
い
の
ち
春

を
降
る
雪
は
や
さ
し
く
た
だ
に
儚
く

　
　
　
　
　
　
　 

渡
辺
千
紗
子

如
月
の
庭
に
咲
き
出
ず
福
寿
草
春

は
名
の
み
の
冷
え
込
み
つ
づ
く

　
　
　
　
　
　
　 

秋
山
　
愛
子

梅
の
花
日
毎
に
満
ち
て
春
め
け
り

野
菜
の
種
ま
き
心
し
て
待
つ

　
　
　
　
　
　
　 

山
形
　
式
妙

萌
ゆ
る
季
迎
ふ
る
日
々
の
彈
み
ゐ

る
生
活
に
在
り
て
さ
く
ら
又
咲
く

　
　
　
　
　
　
　 
大
森
　
久
子

何
事
も
無
く
ひ
と
日
過
ぎ
し
は
あ

り
が
た
し
明
日
へ
の
希
望
老
に
湧

き
く
る
　
　
　
　  

佐
川
　
あ
や

御
先
祖
の
墓
参
り
は
い
つ
も
日
暮

れ
刻
勤
務
す
ま
せ
て
か
ら
の
父
に

て（
沓
き
思
ひ
出
）   

杉
山
み
ち
こ

久
々
に
続
け
降
り
た
る
大
雪
に
幼

な
日
甦
る
亡
き
母
の
む
ね

   

　
　
　
　
　
　 

宮
本
ふ
み
江

フ
ィ
ギ
ュ
ア
の
高
橋
大
輔
銅
メ
ダ

ル
胸
に
輝
や
か
せ
バ
ン
ク
ー
バ
ー

に
立
つ
　
　
　
　  

所
　
美
恵
子

八
十
路
越
え
同
窓
会
の
席
に
行
き

語
る
も
楽
し
共
に
老
い
て
か

　
　
　
　
　
　
　  

阿
良
山
ウ
メ
ノ

風
呂
に
入
り
鳴
く
鶯
の
声
聞
け
ば

心
ゆ
た
か
に
老
い
を
楽
し
む

　
　
　
　
　
　
　 

岩
下
美
智
野

春
が
す
み
た
ち
こ
む
朝
の
庭
先
に

匂
い
か
ぐ
わ
し
白
梅
の
花

　
　
　
　
　
　
　 

鶴
田
　
す
が

い
つ
の
日
か
カ
タ
ク
リ
草
の
群
生

を
夢
見
つ
植
え
て
三
十
年
す
ぎ

　
　
　
　
　
　
　 

薗
部
　
光
子

老
い
て
尚
白
銀
の
世
に
生
き
ら
れ

る
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
若
さ
を
戻

し
　
　
　
　
　
　 

仲
田
　
こ
う

窓
を
開
け
空
を
眺
め
て
又
一
句
そ

れ
が
私
の
人
生
航
路

　
　
　
　
　
　
　 

富
田
　
欽
子

新
聞
の
異
動
の
記
事
も
な
つ
か
し

き
過
去
と
知
り
つ
つ
気
に
な
る
季

節
　
　
　
　
　
　 

枝
　
　
不
美

独
り
言
つ
ぶ
や
く
所
作
の
増
え
て

を
り
亡
母
聞
き
ま
せ
と
い
ふ
に
あ

ら
ね
ど
　
　
　
　 

片
見
　
和
枝

丹
精
し
て
四
季
折
々
に
花
の
咲
く

小
庭
は
孤
独
な
わ
れ
の
楽
園

　
　
　
　
　
　
　 

川
上
千
代
子

帰
省
す
る
度
に
持
ち
来
る
孫
の
土
産

物
春
の
陽
受
け
て
夫
と
食
み
た
り

　
　
　
　
　
　
　 

島
　
　
愛
子

阿
弥
陀
寺
の
枝
垂
れ
の
も
と
を
訪

ひ
て
三
百
年
と
ふ
い
の
ち
拝
む

　
　
　
　
　
　
　 

多
田
志
保
子

八
十
路
す
ぎ
生
か
さ
れ
い
る
を
あ

り
が
た
し
亡
夫
の
分
ま
で
生
き
ゆ

く
思
い
を
　
　
　  

坪
井
き
よ
子

嫁
ぎ
来
て
義
父
母
看
取
り
今
孫
に

恵
ま
れ
仰
ぐ
庭
の
ユ
ズ
リ
葉

　
　
　
　
　
　
　 

萩
谷
登
喜
子

風
邪
ひ
か
ず
転
ば
ぬ
様
に
と
心
こ

め
し
師
よ
り
の
便
り
途
絶
え
て
六

月
と
な
り
ぬ
　
　  

冨
田
佐
智
子

預 貯 金

不 動 産

生命保険

合　計

28件

33件

25件

86件

区　 分 差押件数

平成21年４月～22年３月　
　　　　　　の差押え実績

ひ
ら

　町民の皆さんに納めていただいている町税（住民税・

固定資産税・軽自動車税）は、皆さんの暮らしを支える

町の貴重な財源となっています。

　納税は、期限内納付が原則です。町税を未納のままに

している方には、期限内に納付している方との公平性を

保つため、延滞金が加算されます。また、電話や文書に

よる催告を行い、応じない方については、税法に基づき

資産等（土地・建物・預貯金・給与・生命保険・自動車）

の差押えを行います。

　なお、特別な事情により

納付にお困りの方は、未納

のままにせず税務課収納対

策室へご相談ください。

問合せ  税務課 収納対策室

　　 029‐288‐3111

　　　　　（内線121、122）

料　金　平日大人800円、小人400円

　土・日・祝日大人1,000円、小人500円

　午後５時以降大人500円、小人300円

営業時間　午前10時～午後９時

休館日　

　毎週月曜日（祝日の場合は翌日）

※無料送迎バスを運行しています。運行

　時間等はお問い合わせください。

問合せ　ホロルの湯 　029‐288‐7775

　町内在住の方は、「12回半額利用券」
を利用すると通常料金の半額で施設を
利用することができます！
申請方法　本人確認書類（運転免許証
　・健康保険証）を持参し、受付で申
　請を行ってください。
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と
き

た
つ
き

は

は

さ
に
わ

み
　
や

こ

お
と
な

お
ろ
が

つ

ま

げ



　
木
喰（
も
く
じ
き
）上
人
は
、
江
戸

時
代
中
期
に
全
国
を
行
脚
し
、
数
多

く
の
木
彫
仏
を
残
し
た
こ
と
で
知
ら

れ
る
僧
で
す
。
享
保
３（
１
７
１
８
）

年
、
甲
斐
国（
山
梨
県
）に
生
ま
れ
、

22
歳
で
出
家
、
45
歳
の
と
き
仏
国
寺

▼蝉しぐれ／藤沢周平／文

芸春秋▼教室の亡霊／内田

康夫／中央公論新社▼Ｎの

ために／湊かなえ／東京創

元社▼カッコウの卵は誰の

もの／東野圭吾／光文社▼

日本人の知らない日本語２

／蛇蔵／メディアファクト

リー▼空に向かって／安藤

美姫／扶桑社▼ゲゲゲの娘、

レレレの娘、らららの娘／

水木悦子／文芸春秋▼徳川

家が見た幕末維新／徳川宗

英／文芸春秋

火～金　10:00～18:00
土・日　10:00～17:00
■休館日
　おはなし会11:00から

新着図書から

（
城
里
町
塩
子
）の
観
海
上
人
の
弟
子

と
な
り
ま
し
た
。
安
永
２
（
１
７
７

３
）
年
、
廻
国
修
行
に
出
立
し
て
以

後
、
数
次
に
わ
た
っ
て
修
行
を
行
い
、

文
化
７（
１
８
１
０
）年
に
93
歳
で
没

す
る
ま
で
、
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で

全
国
を
巡
り
続
け
ま
し
た
。
62
歳
頃

か
ら
巡
歴
先
で
木
彫
仏
を
作
り
始
め

た
と
み
ら
れ
、
全
国
で
約
六
百
体
の

木
喰
仏
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
特

に
晩
年
80
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
彫
ら
れ

た
仏
像
は
、
独
特
の
微
笑
が
特
徴
的

で
、「
微
笑（
み
し
ょ
う
）仏
」と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

　
木
喰
上
人
の
終
焉
の
地
に
つ
い
て

は
な
が
く
特
定
で
き
な
い
と
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
木
喰
上
人
の
師
で
あ

る
観
海
上
人
が
中
興
し
た
仏
国
寺
を

入
定
地
と
す
る
説
が
発
表
さ
れ
、
平

成
十
二
年
に
は
、
仏
国
寺
本
堂
前
に

墓
碑
供
養
塔
が
建
立
さ
れ
る
と
と
も

に
、
木
喰
上
人
百
九
十
年
忌
の
法
要

が
営
ま
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
木
喰
上
人
没
後
二
百
年
に

あ
た
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
郷
土

資
料
館
で
も
木
喰
上
人
を
パ
ネ
ル
で

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
木
喰
仏
を
油

彩
画
に
描
い
て
い
る
石
井
清
嗣
さ
ん

（
全
国
木
喰
会
会
員
・
水
戸
市
在
住
）

の
作
品
を
数
点
展
示
し
ま
す
。

　■「
木
喰
上
人
と
微
笑
仏
画
」小
展
示

　
郷
土
資
料
館
玄
関
ホ
ー
ル

　
５
月
29
日（
土
）〜
６
月
27
日（
日
）

　
な
お
、
６
月
５
日
の
木
喰
上
人
の

命
日
を
は
さ
み
、
町
内
の
２
会
場
で

も
石
井
さ
ん
の
微
笑
仏
油
絵
展
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
広
報
し
ろ

さ
と
４
月
号
12
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

日 月 火 水 木 金 土

5
12116 7 8 9 10

1813 14 15
21 2422 25

16 17
20
2827

23
29 30

19
26

42 3

8
15149 10 11 12 13

2116 17 18
24 2725 28

19 20
23
3130

26
22
29

72 3 4 5 6
5/1

6/1

日 月 火 水 木 金 土

5
12116 7 8 9 10

1813 14 15
21 2422 25

16 17
20
2827

23
29 30

19
26

42 3

8
15149 10 11 12 13

2116 17 18
24 2725 28

19 20
23
3130

26
22
29

72 3 4 5 6
5/1

6/1

木
喰
上
人
と
仏
国
寺

　
没
後
二
百
年
・
微
笑
仏

　
　
　
　
　
　
　
と
と
も
に

■休館日
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一般書　今すぐ弾けるやさしい大正琴入門／泉田由美子／自由現代社
　　　　カッコウの卵は誰のもの／東野圭吾／光文社
　　　　江　上・下／田淵久美子／日本放送出版協会
児童書　つづきの図書館／柏葉幸子／講談社�
　　　　デビルズ・キス　テンプル騎士団の少女
　　　　　　　　　　／サルワット・チャダ／メディアファクトリー
　　　　優しい音／三輪裕子／小峰書店

　３月20日(土)、図書室でボランティアグループ

「あすなろ」による読み聞かせ会が行われました。

子どもたちは和やかな雰囲気のなか、絵本に親し

むことができました。

コミセン図書室～新着図書案内～

〈
参
考
文
献
〉

　
七
会
村
の
歴
史（
七
会
村
）／
Ｎ
Ｈ
Ｋ

　
美
の
壺
円
空
と
木
喰（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
）



納税には、簡単で便利な口座
振替をご利用ください

５月生まれの
１才は

人５

茅根　さくらちゃん（下圷）
父・文行さん  母・純恵さん

お姉ちゃん、お兄ちゃんと仲良く
のびのび元気いっぱい育ってネ。

５月７日生まれ

　平成23年４月１日付け採用予定の町職員採用試験を行います。

採用区分及び採用予定人数　事務（本庁または出先機関で一般事務従事）　３人程度

受験資格　次に示す受験資格を有し、欠格事項のいずれにも該当しない方

　受験資格　昭和59年４月２日以降に生まれた方で、学校教育法による大学（短期大学を除く）を卒業し

　　た方または平成23年３月31日までに卒業する見込みの方

　欠格事項　

　　　 日本の国籍を有しない方　　

　　　 成年被後見人または被保佐人（準禁治産者を含む）

　　　 禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまでまたはその執行を受けることがなくなるまで

　　　 の方

　　　 城里町職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過していない方

　　　 日本国憲法またはその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の団体を

　　　 結成し、またはこれに加入した方

試験日・試験場　第１次試験　７月10日(土)　茨城大学水戸キャンパス（水戸市文京２丁目１－１）

　　　　　　　　第２次試験　９月上旬に実施。第１次試験合格者へ通知

試験内容　第１次試験　教養試験（作文を含む）

　　　　　第２次試験　口述試験、身体検査

給　　与　職員の給与に関する条例・規則に基づき支給されます。

　　　　　大学卒・・・172,200円（平成22年４月１日現在）

　　　　　※一定経験年数がある場合には一定金額が加算されます。このほか各種手当が支給されます。

申込方法　 申込用紙の請求  申込用紙は総務課（本庁舎２階）で配布しています。郵便で請求する場合は、

　　　　　封筒の表に「職員採用試験申込み用紙請求」と朱書きし、あて名を明記して120円切手を貼っ

　　　　　た返信用封筒（角型２号サイズ）を同封してください。

　　　　　 申込用紙の提出  直接役場総務課に持参、または郵送で提出してください。

　　　　　※受験料は不要です。

募集期間　５月６日（木）～31日（月） 

　午前８時30分～午後５時30分

　　　　　　　　　　（土日を除く）

※郵送の場合は５月30日の消印有効とし

　ます。

申込先・問合せ　総務課 人事給与グループ

　（〒311 - 4391 城里町大字石塚1428 -25）

　　 029 - 288 - 3111（内線215）

12 

町 人口の
４月１日現在

の今月 納税等

５月６日発行人口

男

女

世帯

21,869人

10,707人

11,162人

7,396世帯

人　数

－67

－30

－37

ー２

前月比
軽自動車税 （全　 期）

住宅使用料 （５月分）

農集排使用料 （５月分）

下水道使用料 （５月分）

水道使用料 （５月分）

国民健康保険税 （ １  期 ）
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